
　お陰様でMeSoが医療・介護の働
く仲間の機関誌として創刊してまも
なく200号を迎えます。
　編集部では200号を記念したMeSo
発刊に向けていろいろな企画を予定
しています。
　2023年秋頃の発刊を予定してい
ますので是非ご期待ください！

創刊200号を
迎えます!

まもなくMeSoは

　季節は春になり暖かい穏やかな時
が流れています。
　この流れに乗って新型コロナウイ
ルスも収束してくれればと願ってい
ます。
　さて、今回のブラMeSoは京都の
商店街を紹介します。
　身近にある商店街も最近はおしゃ
れなお店や楽しそうなお店など新し
い発見があります。
　皆さんもお時間があるときにはブ
ラっと身近な商店街を歩いてみては
如何でしょうか。

みなさんの職場や身近にある“ちょっ
とそこまで”と訪れたくなるような風
景を紹介します。

ちょっとそこまでちょっとそこまでちょっとそこまでちょっとそこまで

も
く
じ

● 2～ 3Ｐ
 ストライキは組合の団結、
闘う意欲示す強力な戦術！
● 4～ 5Ｐ
 ブラMeSo　
そうだ商店街に行こう！
●6～7Ｐ
時には音楽
　トークプラザ
　コング谷口　車窓の世界

2023.春号　No.1981

第 198 号
・発行・

京都医療労働組合連合会
京都市中京区四条御前西入
京都労働者総合会館 6F
TEL（075）801-8002
FAX（075）811-6170

http://www.labor.or.jp/iroren/
（E-mail:irouren@labor.or.jp）
menbers のパスワード「pass1」

2023 年　春号



労
働
組
合
法
で

労
働
組
合
法
で

具
体
的
に
保
障

具
体
的
に
保
障

　

ま
た
、ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
の
「
争
議
行
為
」

を
行
う
場
合
、
労
働
組
合
法
に
よ
っ
て
さ
ら

に
具
体
的
に
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え

ば
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
以
下
の
も
の
が

あ
り
ま
す
。
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
っ
て
、
労
働

者
と
組
合
が
営
業
妨
害
を
問
わ
れ
た
り
、
事

業
収
益
減
少
に
対
す
る
債
務
請
求
を
さ
れ
た

り
、
あ
る
い
は
、
身
分
上
・
経
済
上
・
仕
事

上
の
不
利
益
扱
い
を
さ
れ
る
こ
と
は
、
法
律

が
厳
し
く
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　
「
争
議
行
為
」
は
、労
働
関
係
調
整
法
（
第

７
条
）
で
、『
同
盟
罷
業
（
ス
ト
ラ
イ
キ
）、

怠
業
（
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
な
ど
各
種
の
業
務
拒

否
）、
作
業
所
閉
鎖
そ
の
他
労
働
関
係
の
当

事
者
が
そ
の
主
張
を
貫
徹
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
う
行
為
で
あ
っ
て
、
業
務
の
正
常

な
運
営
を
阻
害
す
る
も
の
』
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、「
使
用
者
の

指
揮
命
令
を
集
団
的
に
排
除
す
る
」
行
為
で

あ
り
、
こ
れ
が
法
律
で
し
っ
か
り
保
障
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
争
議
行
為
と
は
、
①
ス
ト
ラ

イ
キ
（
全
面
ス
ト
、部
分
ス
ト
、指
名
ス
ト
）、

②
そ
の
他
の
怠
業
（
36
協
定
が
あ
る
場
合
の

残
業
拒
否
、
宿
日
直
拒
否
、
一
斉
休
暇
闘
争

な
ど
）
を
指
し
ま
す
。

ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景
に

ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景
に

し
て
こ
そ
「
労
使
対
等
」

し
て
こ
そ
「
労
使
対
等
」

　

賃
金
は
私
た
ち
が
提
供
す
る
労
働
力
の
対

価
で
あ
り
、
賃
上
げ
交
渉
は
、
こ
の
対
価
を

決
め
る
交
渉
で
す
。
私
た
ち
の
「
要
求
」
は
、

「
お
願
い
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
お
願
い
団

交
」
な
ど
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に
、労
使
「
対

等
の
立
場
」
で
堂
々
と
交
渉
に
臨
み
ま
し
ょ

う
。
こ
の
姿
勢
を
組
合
全
体
の
も
の
に
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

し
か
し
、
組
合
側
が
経
営
側
と
「
対
等
の

立
場
」
に
立
つ
こ
と
は
決
し
て
容
易
な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、ま
ず
、

労
働
者
が
バ
ラ
バ
ラ
で
は
な
く
組
合
に
結
集

し
、
団
結
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
組

合
に
結
集
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ

意
見
は
あ
っ
て
も
、
組
合
が
決
め
た
（
も
ち

ろ
ん
民
主
的
に
）要
求
内
容
や
闘
争
方
針
で
、

共
に
行
動
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、こ
れ
だ
け
で
は
、ま
だ
ま
だ
「
対

等
」
と
は
言
え
ま
せ
ん
。「
労
働
力
」
の
対

価
（
賃
金
）
が
納
得
で
き
な
い
場
合
は
、
自

分
た
ち
が
望
む
賃
金
に
近
づ
け
る
た
め
に

「
労
働
力
を
使
用
さ
せ
な
い
（
労
務
提
供
し

な
い
）」
と
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景
に
し

て
こ
そ
、「
対
等
」
の
立
場
に
立
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
要
求
が
前
進
す
る
場
合
の
多
く

は
、ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景
に
し
た
交
渉
で
す
。

ス
ト
ラ
イ
キ
で

ス
ト
ラ
イ
キ
で

職
場
を
変
え
る
・

職
場
を
変
え
る
・

国
の
政
策
を
変
え
る
！

国
の
政
策
を
変
え
る
！

　

ス
ト
ラ
イ
キ
は
各
施
設
所
属
長
と
労
働
組

合
の
労
使
関
係
の
中
で
行
わ
れ
る
も
の
で
す

が
、
公
益
事
業
で
あ
る
医
療
の
場
合
、
多
く

の
要
求
が
診
療
報
酬
や
医
療
保
険
な
ど
医
療

制
度
と
の
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
医
療
介
護
労
働
者
の
ス
ト

ラ
イ
キ
は
、
政
府
の
医
療
費
抑
制
政
策
と
対

峙
す
る
側
面
も
持
ち
ま
す
。
政
府
の
社
会
保

障
予
算
の
削
減
に
よ
っ
て
、
患
者
・
住
民
は

地
域
の
医
療
提
供
体
制
を
は
じ
め
、
保
険
料

の
引
き
上
げ
や
、
保
険
給
付
の
縮
小
な
ど
大

き
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
決
行
は
、
政
府

の
政
策
と
方
針
に
対
す
る
ア
ピ
ー
ル
で
も
あ

り
、
患
者
・
住
民
の
み
な
さ
ん
に
大
き
く
宣

伝
し
て
運
動
を
広
げ
、
支
援
を
求
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

医
療
介
護
の
ス
ト
ラ
イ
キ
、
と
り
わ
け
日

本
医
労
連
の
統
一
ス
ト
ラ
イ
キ
の
場
合
は
、

医
療
介
護
労
働
者
の
置
か
れ
て
い
る
状
態

や
、
医
療
介
護
問
題
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

医
療
介
護
を
守
る
運
動
の
一
環
と
位
置
付
け

て
実
施
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

な
ぜ
今「
ス
ト
ラ
イ
キ
」か
？

な
ぜ
今「
ス
ト
ラ
イ
キ
」か
？

　

ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
憲
法
で
認
め
ら
れ
た
労

働
者
の
当
然
の
権
利
で
す
。
経
営
者
と
「
対

等
」
の
立
場
に
立
ち
、
要
求
を
前
進
さ
せ
る

有
効
な
手
段
が
ス
ト
ラ
イ
キ
で
す
。
そ
の
た

め
ス
ト
ラ
イ
キ
は
「
伝
家
の
宝
刀
」
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
時
代
遅
れ
」「
意
味
あ
る
の
か
？
」
な
ど

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
で
す

が
、
2
0
2
2
年
も
イ
ン
フ
レ
や
医
療
職
者

の
疲
弊
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

や
ミ
ネ
ソ
タ
州
、
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
で

も
史
上
最
大
規
模
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
行
わ
れ

て
お
り
、
大
幅
増
員
・
大
幅
賃
上
げ
の
成
果

を
勝
ち
取
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
23
春
闘
で
は
国
立
病
院
機
構
の
病

院
な
ど
で
作
る
全
医
労
が「
人
員
不
足
の
中
、

コ
ロ
ナ
対
応
の
医
療
を
懸
命
に
支
え
て
き
た

の
に
、
こ
の
３
年
間
賃
上
げ
も
増
員
も
行
わ

れ
て
い
な
い
」
事
を
理
由
に
31
年
ぶ
り
と
な

る
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
医
療
・
介
護
労
働
者
が
置
か

れ
て
い
る
低
賃
金
・
劣
悪
な
労
働
条
件
を
改

善
し
、
国
民
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
・
社
会

保
障
を
守
る
た
め
に
経
営
者
（
使
用
者
）・

自
治
体
・
政
府
に
要
求
書
を
提
出
し
、
要
求

実
現
の
た
め
に
交
渉
を
重
ね
ま
す
。し
か
し
、

経
営
者
（
使
用
者
）
な
ど
が
誠
意
あ
る
回
答

を
行
わ
な
い
場
合
、全
国
の
仲
間
と
連
帯
し
、

ス
ト
ラ
イ
キ
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
切
実
な

要
求
を
実
現
す
る
上
で
当
た
り
前
と
い
え
ま

す
。
経
営
者
（
使
用
者
）
な
ど
が
、
誠
意
あ

る
回
答
を
示
せ
ば
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
る
も
入
ら
な
い
も
経
営

者
（
使
用
者
）
の
姿
勢
次
第
。
ス
ト
ラ
イ
キ

を
実
施
す
る
の
は
、要
求
前
進
の
た
め
で
す
。

「
こ
の
要
求
だ
け
は
ど
う
し
て
も
譲
れ
な
い
。

ス
ト
ラ
イ
キ
を
か
け
て
も
勝
ち
取
り
た
い
」

と
組
合
員
全
員
で
一
致
団
結
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

生
存
権
を

生
存
権
を

実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、

実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、

労
働
者
に
保
障
さ
れ
た
権
利

労
働
者
に
保
障
さ
れ
た
権
利

　

ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
日
本
国
憲
法
で
「
国
民

の
権
利
及
び
義
務
」
を
定
め
た
第
３
章
28
条

に
、「
勤
労
者
の
権
利
」
と
し
て
、『
勤
労
者
の

団
結
す
る
権
利
及
び
団
体
交
渉
そ
の
他
の
団

体
行
動
を
す
る
権
利
は
、こ
れ
を
保
障
す
る
』

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
（「
労
働
３
権
」
①
団

結
権
、
②
団
体
交
渉
権
、
③
団
体
行
動
権
）。

　

条
文
に
あ
る
「
そ
の
他
の
団
体
行
動
を
す

る
権
利
」
は
、「
争
議
権
」
と
も
い
わ
れ
、

こ
の
中
に
ス
ト
ラ
イ
キ
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
憲
法
が
生
存
権
を
実
現
す
る
た

め
の
手
段
と
し
て
、
労
働
者
に
保
障
さ
れ
た

「
働
く
権
利
」（
第
27
条
）
や
、
人
間
ら
し
く

生
き
る
権
利
（
第
25
条
）
と
一
体
と
な
っ
た

労
働
基
本
権
で
す
。

ストライキは組合の団結、
闘う意欲示す強力な戦術 !

2020春闘ストライキ（京都民医労東支部）

今こそ「レッツ ストライキ！」
2020春闘ストライキ（京都民医労東支部）

＼ぜひ参考に!! ／
京都民医労作成動画
レッツ ストライキ

（2018年配信）

ストライキの目的と意味って？
（約5分）
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春らしくなってきましたね。散歩するのにぴったりの気
候です。今回は京都の９つの商店街を紹介します。おい
しいものを食べたり、映画を見たり、お店の人と話した
り…楽しみ方はあなた次第！歩くだけでも楽しい商店街
めぐりしてみませんか？

B U R A M E S O

三条通

千
本
通

堀
川
通

烏
丸
通

川
端
通

東
大
寺
通

四条通

河
原
町
通

京都駅

二条城

京
都
御
所

御池通

大手筋通

24

アーケードには日本初の太陽光発電パネルが設置され、
商店街の照明に利用されています。人の往来が盛んで賑
わいがあり、からくり時計や銀座発祥の地など、店舗以
外の見どころも。
①吟醸酒房 油長
伏見の地酒約80種類から試飲することができます。
②京都 すずなり屋本店
懐かしい気持ちになるベビーカステラをぜひ。

京町家風の店舗に、おしゃれな飲食店が軒を連ねま
す。どこか懐かしくて風流な味わいが楽しめます。
少し足を伸ばして、龍馬や幕末志士ゆかりの地に酒
蔵めぐりはいかが？
①AMAZAKE HOUSE
甘酒スムージーや利き酒が楽しめます。
他にもお酒ゼリーの店「ぷる～酒②」やク
ラフトビールと日本茶の店「家守堂③」も！

上空を仰ぎ見ると、とんがり屋根の高い天井が続いていま
す。パリのアーケードをイメージしてデザインされたとか。
造りを眺めるのも、商店街歩きの楽しみ方のひとつです。
①伏水酒蔵小路
日本酒と美味しいものが食べたければここ！
120種類以上のお酒が揃っています。
②伏見納屋町小路
鳥居が目印の小路には、フレンチから居酒屋までさまざ
まな飲食店が並びます。

幕末維新回廊？

安らぎと潤いのまち

伏見大手筋商店街  

fushimi otesuji
A

竜馬通り商店街  ryomadoriC

納屋町商店街  nayamachiB

●①

●①

●①

●②

●②

近年では「パステルランタン」が有名に。懐かしさと
新しさが融合する地元の台所。すぐ側には柳並木の白
川や知恩院など、京都らしい風景が広がります。
①ビア小町
国内外の樽生クラフトビールが味わえるビアパブ
②京生麩のお店 愛麩
色鮮やかな京生麩のパフェも楽しめます。

雑貨屋やカフェ、洋服店、スーパーに日用品店など、
ここではなんでも揃います。庶民派で近隣住民になく
てはならない存在。一度歩けばきっとその魅力にハ
マってしまいますよ。
①魏飯夷堂
小籠包が有名な行列のできる中華料理店
②おもちゃ映画ミュージアム
古民家を再生した場所に昔の映写機や
フィルムがたくさん並んでいます。

①スマート珈琲店
創業時から変わらぬ、
自家製のホットケーキ
が有名。

寺町京極の商店街と地続きですが、歩くとまた違った
趣が感じられます。織田信長の最後で有名な本能寺が
あり、連日観光客でにぎわっています。

平日は修学旅行生
が、休日は観光客が
訪れる、府内で最も
人口密度が高い商店
街なのでは？流行の
影響を受けやすく、
店舗の入れ替わりに
時代の流れを感じる
のも、また一興です。

個性豊かな個人店がつらなる庶民派の「桝形アーケー
ド街」として、地元民にも観光客にも親しまれていま
す。鯖街道の終着点、アニメにも登場し聖地巡礼スポッ
トとしても有名です。
①出町座　書店とカフェを併設する映画館
②マツヤ食品店
阿闍梨餅を１個から気軽に買うことができます。

古川町商店街  

furukawacho
D

三条会商店街  sanjokaiF

寺町専門店会商店街
teramachi senmontenkai

G

H

出町枡形商店街  

demachi masugata
E

西日本最大級アーケード！

下町出町！

いつでも賑やか！

●①

●①

●②

●②

●①

●②

寺町京極商店街＆新京極商店街
teramachi kyogoku＆shinkyogoku

D

A

C

E

F

B

G

レトロ＆モダンがコンセプト！

H

伏見区

東山区

伏見区

伏見区

上京区

中京区

中京区
中京区

●③●②

そうだ！ 商店街に行こう！
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　皆さんこんにちは！春になってポカ
ポカ陽気でウキウキした気分になりま
すね。
　こんな時はどこに行っても楽しい思
い出が出来るような気がします。
　ではさっそく今回の写真を紹介しま
す。
　とてもレトロチックで懐かしい感じ
がする駅ですが意外と有名な駅です。
駅名を「千綿駅」とい
います。どこにあるか
と言うと長崎県の大村
湾沿いを走るJR大村
線にあります。ホーム
に立つと大村湾が目の
前に広がり「九州で一
番海が似合う駅」とし
て人気が広がっていま

す。特に夕暮れ時は、美しい夕日とレ
トロな木造駅舎のワンシーンがインス
タ映えするために多くの方が来られま
す。2014年冬の「青春18きっぷ」の
ポスターにも起用されたこの千綿駅に
長崎に行かれた時にはぜひ訪れてみて
下さい。因みに皮肉なことに列車の本
数が少ないので訪れる方のほとんどが
車ですけどね。

●
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ロ
ッ
ク
界
に
相
次

ぐ
訃
報

こ
こ
２
年
ほ
ど
の
間
に
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
・
ロ
ッ
ク
界
の
重
鎮
と
で
も
言
う
べ

き
２
人
の
人
物
が
こ
の
世
を
去
っ
た
。
一

人
は
、
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ス
ト
ー
ン
ズ
の
ド

ラ
マ
ー
で
あ
っ
た
チ
ャ
ー
リ
ー
・
ワ
ッ
ツ

で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
人
は
、
か
つ
て

伝
説
の
バ
ン
ド
と
言
わ
れ
た
ヤ
ー
ド
バ
ー

ズ
に
在
籍
し
、
ジ
ミ
ー
・
ペ
イ
ジ
、
エ
リ
ッ

ク
・
ク
ラ
プ
ト
ン
と
並
び
、
世
界
三
大
ギ

タ
リ
ス
ト
の
一
人
と
称
さ
れ
た
、ジ
ェ
フ
・

ベ
ッ
ク
で
あ
る
。

　

チ
ャ
ー
リ
ー
・
ワ
ッ
ツ
は
、
２
０
０
４

年
に
喉
頭
が
ん
を
発
症
し
、
病
気
の
治
療

を
受
け
な
が
ら
、
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ス
ト
ー

ン
ズ
と
し
て
の
活
動
を
続
け
て
い
た
。
そ

し
て
、
亡
く
な
る
数
週
間
前
に
も
手
術
を

受
け
て
い
た
が
、２
０
２
１
年
８
月
24
日
、

ロ
ン
ド
ン
の
病
院
で
亡
く
な
っ
た
。
享
年

80
歳
、
死
因
は
不
明
と
の
こ
と
で
る
。
そ

し
て
、
ジ
ェ
フ
・
ベ
ッ
ク
は
、
昨
年
秋
、

イ
ギ
リ
ス
国
内
で
ラ
イ
ブ
活
動
を
行
っ
て

い
た
が
、
細
菌
性
髄
膜
炎
を
患
い
、
今
年

２
０
２
３
年
１
月
10
日
、
イ
ギ
リ
ス
国
内

の
病
院
で
亡
く
な
っ
た
。
享
年
78
歳
、
急

な
死
で
あ
っ
た
。

●
「
Ｎ
Ｈ
Ｓ
」（
国
民
保
健
サ
ー
ビ
ス
）と
は

何
か

チ
ャ
ー
リ
ー
・
ワ
ッ
ツ
と
ジ
ェ
フ
・
ベ
ッ

ク
は
、
２
人
と
も
イ
ギ
リ
ス

国
内
の
病
院
で
亡
く
な
っ
た

が
、
イ
ギ
リ
ス
の
病
院
と
い

え
ば
あ
の
制
度
。
そ
う
、「
Ｎ

Ｈ
Ｓ（
国
民
保
健
サ
ー
ビ

ス
）」
で
あ
る
。
実
際
に
２

人
が
ど
の
よ
う
な
病
院
で
亡

く
な
っ
た
の
か
ま
で
は
わ
か

ら
な
い
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｓ
で
医
療

を
受
け
て
最
期
の
日
を
迎
え

た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｓ
と
は
ど
の
よ
う
な
医

療
制
度
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｓ
が
で
き
た
直
接
の

契
機
は
第
二
次
世
界
大
戦

中
、
イ
ギ
リ
ス
は
ナ
チ
ス
ド

イ
ツ
と
戦
争
中
で
、
政
府
は

地
下
に
潜
っ
て
い
た
が
、
国

民
の
生
活
を
守
る
こ
と
を
宣

言
し
た
。
そ
れ
が
、「
べ
ヴ
ァ

リ
ッ
ジ
・
レ
ポ
ー
ト
」（
１
９

４
２
年
）と
し
て
発
表
さ
れ

た
。
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま

で
と
言
わ
れ
る
有
名
な
文
書
で
あ
る
。
イ

ギ
リ
ス
国
民
は
戦
時
中
の
大
変
な
状
況
で

あ
っ
た
が
、
行
列
し
て
こ
の
報
告
を
買
い

求
め
。
13
万
部
も
売
れ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
激
し
い
戦
火
の
下
、
イ
ギ
リ
ス
国
民

が
い
か
に
平
和
で
健
康
に
生
き
ら
れ
る
社

会
を
熱
望
し
て
い
た
か
が
よ
く
わ
か
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
終
了
後
の
１
９
４
５
年

の
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
で
、
労
働
党
が
Ｎ
Ｈ

Ｓ
設
立
を
公
約
し
単
独
過
半
数
を
獲
得
し

た
後
、
１
９
４
８
年
国
民
生
活
扶
助
法
が

成
立
し
て
、
正
式
に
「
Ｎ
Ｈ
Ｓ（
国
民
保

健
サ
ー
ビ
ス
）」
が
始
ま
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
制
度
の
大
き
な
特
徴
は
、
医
療

保
険
制
度
で
は
な
く
、
財
源
は
税
金
で
賄

わ
れ
、
窓
口
負
担
無
し
で
、
医
療
を
受
け

ら
れ
、
保
険
証
も
無
く
、
国
民
と
い
う
資

格
で
医
療
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
。

長
年
に
渡
る
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
階
級
の
運

動
で
実
現
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｓ
は
、
イ
ギ
リ
ス

社
会
に
深
く
息
づ
い
た
制
度
に
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
が
証
拠
に
、
２
０
１
２
年
の
ロ

ン
ド
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式
第
２
部

で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｓ
を
イ
ギ
リ
ス
の
功
績
の
一

つ
と
し
て
称
え
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披

露
さ
れ
て
い
る
。

●
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
息
づ
い
た「
Ｎ
Ｈ
Ｓ
」

―
ロ
ッ
ド
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
の
発
言
よ

り
―

イ
ギ
リ
ス
国
民
の
誇
り
と
で
も
言
う
べ

き
Ｎ
Ｈ
Ｓ
だ
が
、
最
近
は
こ
の
制
度
に
対

す
る
切
り
崩
し
や
攻
撃
が
強
ま
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
昨
年
暮
れ

か
ら
、「
王
立
看
護
協
会（
Ｒ
Ｃ
Ｎ
）」
と

い
う
、
加
盟
人
数
46
・
５
万
人
を
誇
る
イ

ギ
リ
ス
最
大
の
医
療
従
事
者
で
組
織
さ
れ

た
労
働
組
合
が
、
賃
金
引
上
げ
を
求
め
て

ス
ト
ラ
イ
キ
に
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。

10
％
を
超
え
る
イ
ン
フ
レ
、
与
党
保
守
党

政
権
に
よ
る
緊
縮
財
政
で
の
賃
下
げ
、
看

護
師
た
ち
の
生
活
と
労
働
条
件
が
危
機
的

に
あ
る
こ
と
に
対
し
て
の
一
大
抗
議
行
動

に
発
展
し
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｓ

を
守
る
べ
き
だ
と
発
言
し
た
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
・
ロ
ッ
ク
界
の
重
鎮
が
い
る
。ロ
ッ
ド
・

ス
チ
ュ
ア
ー
ト
で
あ
る
。彼
は
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
・
ロ
ッ
ク
界
を
代
表
す
る
ヴ
ォ
ー
カ

リ
ス
ト
で
、「
セ
イ
リ
ン
グ
」
の
大
ヒ
ッ
ト

で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ロ
ッ
ド
・
ス
チ
ュ

ア
ー
ト
が
Ｔ
Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
、
医
療

制
度
の
現
状
に
つ
い
て
「
馬
鹿
げ
て
い
る
」

と
非
難
し
た
の
で
る
。
更
に
彼
は
Ｎ
Ｈ
Ｓ

の
状
況
に
つ
い
て
、「
こ
の
国
に
長
年
住

ん
で
い
る
が
、
こ
ん
な
に
ひ
ど
い
状
況
は

見
た
こ
と
が
な
い
」、
そ
し
て
自
身
も
、

健
康
診
断
の
た
め
私
立
診
療
所
に
行
か
ざ

る
を
え
な
く
な
っ
た
と
嘆
き
、
診
断
を
受

け
ら
れ
ず
に
亡
く
な
る
患
者
も
多
く
い
る

と
話
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
現
政

権
は
今
す
ぐ
退
陣
し
、
労
働
党
に
任
せ
る

べ
き
だ
と
思
う
」
と
述
べ
、
長
ら
く
保
守

党
を
支
持
し
て
い
が
、
考
え
を
変
え
た
こ

と
を
表
明
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

私
は
、
ロ
ッ
ド
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
の
こ

の
発
言
に
心
底
驚
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ

ほ
ど
ま
で
に
「
Ｎ
Ｈ
Ｓ
」
が
イ
ギ
リ
ス
社

会
に
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
、
改
め
て
思

い
知
ら
さ
れ
た
次
第
で
あ
る
。

　

川
上
裕
光（

京
都
医
労
連
個
人
加
盟
分
会
）

参
考
文
献
：
全
日
本
年
金
者
組
合
京
都
府
本
部
主
催　

社
会
保
障
講
座
講
義
録　

唐
鎌
直
義

第
１
講　

２
０
１
７
年
９
月
20
日

第
６
講　

２
０
１
８
年
１
月
17
日

大山崎町、車で電車で通り過ぎて
しまいますが、時間ができればゆっ
くり散策したいです。足腰も丈夫

になりそう。 中里英理（第二日赤労組）

　ブラMeSo、楽しく読んでいま
す。阪急大山崎の駅のすぐそばに
美味しいイタリアンカフェがある

ので、そこに寄られるのも良いかと思いま
す。 西川亜佐美（民医労西支部）

　故郷、美山町のいのちの砦「み
やま診療所」の問題、ほんとうに
待ったなしの課題だと思います。

合併時に住民サービスの向上を約束してい
たはずが過疎地の医療切り捨ては許されま
せん。住民の声を黙殺せず市は診療所の入
院存続を決めるべきです。
　 鞆岡風真（京都民医労北部支部）

　かぐや姫の歌う「あの人の手紙」
聞いてみたいと思いました。戦争
はダメです。

　 中村美幸（第二日赤労組）

ブリティッシュ・ロック界と「National Health Service
（国民保健サービス）」～最近のロック界の動き～無人駅シリーズ第３弾

海の見える駅

千
ちわた

綿駅

紙面についてのご感想・
　ご意見・職場の話題

　氏名

　組合名
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八木 美郁里

送り先=  〒604-8854　京都市中京区壬生仙
念町30-2 労働会館6F・京都医労連

FAX・Email可=  075-811-6170 
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円分の図書カードをお送りします。

パズルコー ナー の5文字を 1つの言葉（単語）にしてください。

〔
た
て
の
カ
ギ
〕

①
関
東
風（
長
命
寺
）と
関
西
風（
道
明
寺
）

の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

②
食
べ
物
を
乗
せ
た
り
出
し
た
り
す
る
の

に
用
い
る
食
器
で
す
。

③
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
略
し
て
一
年
が
経
過

し
ま
し
た
。一
日
も
早
く
撤
去
し
て
く

だ
さ
い
。

④
蚕
の
繭
か
ら
取
っ
た
繊
維
で
す
。

⑦
白
カ
ビ
タ
イ
プ
の
チ
ー
ズ
で
す
。原
産

国
は
フ
ラ
ン
ス
で
す
。

⑧
時
間
泥
棒
か
ら
盗
ま
れ
た
時
間
を
取
り

戻
し
て
く
れ
た
女
の
子
で
す
。ミ
ヒ
ャ

エ
ル
・
エ
ン
デ
の
作
品
で
す
。

⑨
ほ
た
る
・
ア
オ
リ
・
ヤ
リ
と
言
え
ば
何
で

し
ょ
う
。

⑪
園
芸
用
の
も
の
か
ら
石
炭
を
移
動
さ
せ

る
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。

⑬
旧
約
聖
書
の
創
成
期
に
出
て
く
る
方
舟

を
造
っ
た
人
で
す
。

⑮
白
う
さ
ぎ
を
追
い
か
け
て
不
思
議
の
国

に
迷
い
込
ん
だ
女
の
子
で
す
。

〔
よ
こ
の
カ
ギ
〕

①「
令
和
の
怪
物
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。Ｗ

Ｂ
Ｃ
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑤
裸
馬
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑥
ブ
ラ
ン
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

⑧
チ
リ
領
イ
ー
ス
タ
ー
島
に
あ
る
人
面
を

模
し
た
と
さ
れ
る
石
像
で
す
。

⑩
思
い
が
け
な
い
出
来
事
で
す
。

⑫
一
つ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
複
数
の
パ
ー
ト

が
追
い
か
け
る
よ
う
に
演
奏
し
て
い
く

演
奏
様
式
で
す
。

⑭
玄
米
・
玉
露
・
茎
と
言
え
ば
何
で
し
ょ
う
。

⑯
映
画「
シ
ャ
イ
ロ
ッ
ク
の
子
供
た
ち
」の

主
演
俳
優
の
苗
字
で
す
。

⑰
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
最
大
の
都
市
で

す
。面
積
は
、パ
リ
の
約
9
倍
あ
り
ま
す
。

⑱
美
女
と
野
獣
の
作
中
人
物
で
す
。父
親

は
、発
明
家
で
す
。

⑲
花
粉
症
の
人
に
は
、つ
ら
い
季
節
で
す

が
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

（
出
題
者　

元
岡
洋
子
）
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　ロシアによるウクライナ侵攻が始まって一年が過ぎた。民主主義体制

と権威主義体制の対立とも捉えられている。人類にとってどのような統

治体制がベストなのか？ひとつわかっていることは、戦争と言う手段で

は決して正解は得られないと言うことだ。戦争に勝者は無い！いつまで

こんなことを続けるのか、少しは進化しないと人類はいずれ滅びてしま

うだろう。

京都医労連青年部が
総会を開催しました。

編・集・部・だ・よ・り

　３月９日に京都医労連は統一行動を実施して10組織・965人が参加しました。
　今回の統一行動では全医労が31年ぶりのストライキを決起し、京都医療センター前では京都総
評や伏見地区労、京都医労連計25人の支援を受けて８時30分から１時間のスタンディング宣伝と
ビラ配布を行いました。また桂労組は昼宣伝を実施して30分で65筆の署名を集約、全JCHO京都
も昼休みに食堂前での署名行動で29筆を集約しました。この他にも民医労は、午後時限全面＆指
名ストを決行し、各支部が病院や診療所、介護施設
前などで宣伝行動を実施、第一日赤職労と第二日赤
労組は意思統一の昼休み集会を開催しました。
　午後からは四条大宮にて「大幅増員・夜勤改善」
「介護保険改善を求める」署名活動と現場の実態告
発リレー宣伝を行なって60人の参加がありました。

京都医労連2023産別統一行動を実施！

　2023年２月18日（土）ラボール京都で京都医労連
青年部総会を行いました。青年部メンバーと京都総評
青年部等、全員で８人の参加でした。活動報告や財政
報告、方針案を報告したのち、討論・交流を行い、「青
年部としての要求について」や「家賃補助」の話題で
盛り上がりました。新役員体制含めすべての議案が満
場一致で採決され、心機一転次年度もがんばろうと決
意を新たにしました。
　総会の後は、ラウンドワン河原町店にてボウリング
企画。総会に出席した７人と、現地で父娘の２人と合
流して９人の参加でした。３チームに分かれて、１ゲー
ム目は肩慣らし、２ゲームからはチーム対抗で倒したピ
ンの総数で競いました。一投投げるごとに各レーンか
らは歓声が上がりました！小さい子が重たい球をお父さ
んと協力して運んでいる姿がとても可愛かったです。
　今後の青年部にもご期待下さい！
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